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園内研修の プロ セ ス か ら （2 ）

一異年齢交流を支えるた めの指導計画の検討
一

　　　　〇入江　礼子 　　　内藤　知美

　　　　　 （鎌倉女子 大学 ・同幼稚部）

1．研究の 目的

　Y 幼穐園で は 2001年度よ り保育の 見直しを行なっ て

い る。 その 初期の 目的a）一一．つ は 「遊びを中心とした保育

を展開 し、一
人ひ とりの 育ちを理解した環境作りを行な

う亅ことで あっ た。 2001年度はこの第
一
段階として園内

研修と保育実践の 変容 の 問題を取り上げて検討を行なっ

た。そ の 結果、園内研修に おける指導計画と保育後記録

の重要性が明ら羽 こなっ た1
。 Y 幼稚園で はその 後も引き

続き園内研修を軸として保育実践を続けてい る。2 年 目

にあたる 20a2年度は それまで 3歳児か ら5歳児まで の

異年齢の 交流がほ とんどなか っ た状況を少 しで も改善す

るため、異年齢交流を保育の
一一

つ の 柱として 実践を行っ

て い る。
こ こ では保育実践を支える園内研修の 中核をな

す指導計画 の 検討を 「異年齢交流を支え る」 とい う観点

か ら行なっ て い く。

［．研究の 方法

　　（1）　 対象 ： Y幼稚園で の 20Q2年度の 保育実践

　　（2）　 園児数及び保育者数 ：

　　　　　園児 55名、保育者 8名

　　　　　（内訳）3歳児 ：12名 （担任 1名）　 4歳児 ：

　　　　 16名 （担任 1名）　 5歳児 ：27名 （担任 2

　　　　 名）園長 ・副園長・主任 ・フ リ
ー
各 1名

　　（3）　 方法 ：園内研修議事録と指導計画 （週 日案）

　　　　 の 検討

　　　　 園内研修は 原則 と して週 1回 月曜 日の 保育修

　　　　 了後行なっ て い る。メン バー
は全保育者。毎

　　　　 週担任か ら出され る週日案の 検討を軸に全メ

　　　　　ン バーがその 時々 で 取 り上げたい話題を中心

　　　　　に話し合い 形式で進め た。その内容は議事録

　　　　　に残 した。

　　（4）　 分析資料 ；

　　　  各担任か ら出された週 日案

　　　  園内研修議事録

　　　   保育後記録

皿 ．異年齢交流を支える指導計画 （週日案）の変遷とそ

囃

（1）  Ol年度の 実態

　Y 幼稚園で は 2001年度以前は クラス を基本とした保

育が活動の 中心を占めて い たた め、他の ク ラス と交わっ

ての 活動は少なか っ た。しか しきょ う憩 ・力沙 ない Y 幼

稚園の 子どもたちの 育ちを保障するため に 2001年度は

1 入江 cma 「園内研修のプロ セスか ら一初期段階における保膏実践の変

遷とその 諸相」

3歳児から5歳児までが 混ざり合っ て生活で きる環境を

少しずつ 整えた い とい う思い をもっ て保育を進めた。図

1 は 2DO1年度の 週目案の フ ォ
ーム で ある。

　図 1Y 幼稚園指導計画（週日案D
．鱒■一工
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　　指導計画は週目案の 形で 作成した。項目は 「ねらい 」

「予想される子 どもの 姿」 「保育者の 援助と環境の構成亅

「環境図と簡単な内容」 「週の流扎」 「今週の行事」 「コ メ

ン ト」 から成 っ てい る。特に 4A 末以降「環境図と簡単

な内容」の部分に子どもたちの 予想される位置、活動、関

わりを入れ るこ とを試みるようになっ てから、子どもた

ちが幼稚園の どの 場で活動して い るか が担任保育者だけ

ではなく、他の保育者に も視覚的に わかるよ うになっ た。

また実際の 保育実践におい て も各保育者に子 ども理解の

深 ま りがみ ら払 保育後 に も具体的な子 どもの 話が多く

出るよ うにな っ た。7 月 に入 る と週 日案が 「舗画 に終わ

っ て その 後の 検証が弱くなるこ とが話し合われ 「予想さ

れる子どもの 姿」欄に 「先週の 子 どもの とらえと反省」を

入れるように努力した。その結果 保育が計画 → 保育実

践→ 省察 → 計画の 修止づ 保育実践とい う連続を生ん で行

われるようになっ た。具体的な保育実践の場では 1学期

は学年を越えて遊んでい る姿は ほとんど見られなかっ tc。
しか し 2学期、 10月初旬になると従来の クラス別の 生活

に慣れてい る 5歳児は保育者の指示がない限り 3・4歳

児と交わるこ とがほとんどない 状態が続いて い たが、

2001年度からY 幼稚園で生活をはじめた 3・4歳児は ク

ラス を超えて混ざり合 う姿がみられるよ うになっ た。保

育者 にはその 状況を5歳児も含めた全園的なもの に して

い くため にテ ィ
ー

ム 保育を行なっ て い く必要性とそれに

見合っ た指導計画を立案するこ とが課題となっ た。

（2）2［XMI年度 1学期 6月半ばまでの 実態

　2002年度は前年の幼稚園 の 実態を踏まえて 「異年齢交

流」を保育の 明確な柱の
一

っ としt 。前年度は 5歳児と

3・4歳児の ク ラス では
一

日の流れが違っ たが、2002年

度はほぼ同じ流れとなり、3 学年が出会 うチャ ン ス も多

くなっ た 。 その た め園内研修で 担任外の 子どもも含 めて

しっ か りとらえて い く必 醐 瀧識 さ諏 週 日案の 形式
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を大幅に変更する ことになっ 彪 図 2は 2002年度初め

の週日案の フ ォ
ームで ある。

　図 2Y 幼稚園指導計画 （週 日案H）

　項 目は 「幼児の 姿」 「週の ね らい J 「内容」 「反省」 「興竟

の 構成 亅 「環境 と見通 し」 「援助」 「反省 ・記録1 「保護者

との 連携」 「他の 保育者との 連携Jと し、B5 版 の 別紙 に

環蜀図を詳しく書くこ とにした。大きな変更点は週 目案

の なか に保育後記録の 項 目を作成 して計画 と記録を連動

させたこ とである。しかし実際に は記録 は保育後に書き

込む こ とになるの で園内研修で週 目案を検刮する除には

その 項 目は空白の状態であっ た。その うえ次週の 園内研

修で は先週の記録を検討するだけの 時間を捻出できず、
形の 上で は計画 ・実践 ・記録がありながら考えてい たよ

うにはこの週 日案が機能しない こ とが わか っ た。 また異

年齢の 交流には他 の 保育者との連携が欠か せない と考え、
「他の 保育者 との連携」欄を週 日案の 書式の一

番下に 入れ

た。しか しなが らこ の 書式を採用してか ら約 2ヶ月間ど

の 担任保育者もほ とん ど記入 して い か なっ tCe保育者に

は他 の 保育者 との 連携に関 して、週 口案とい う保育の 計

画を立案す る段階で は その 重 要陸は認識されて おらず、

記入されるの は保育者が瀏図的に合伺 の 活動を設定した

場合の み で あっ た。t の 週日案を働 ・は じめて か ら約 2
ヶ 月が経過した頃か ら、子どもた ちか ら年齢を超えた混

ざり合い の 遊び や、学年の 違 う担任同±が話 し合っ て行

なう保育者主導の 異年齢交流なども行なわれることが増

えてきた これ らの ことか ら必撚的に保育者間の連携が

問われる場面が多く出て くるようにな り、それを揃開す

るために再び週日案の形式の検討を行なうことになっ た。
（3）　 2002年度 1学期 6月後半から rz月まで の実態

　環境図が 日々 の実践におい て は重要であるため別紙と

して強調したが、結局はその 検討をする時間を捻出でき

なかっ た こ とを踏まえて再度週目案の な胴 こ組み込む方

に戻 した 。 図 3は 再度改訂した週目案で ある。

図 3Y 幼稚園指導計画 （週日案皿）

　　　 　 　
』

項 目は 「先週の 幼児の 姿」 「週の ねらい と内容」 「予想さ

れ る子どもの 姿」畷境の構成と保育者の援助」 「環境図

嬾 竟・櫞 竟・配慮 ・子 どもの 勦き）」 「他の保

育者との 連携」哘事及び亠
日の 流れ．1 とし、保育後記録

は 「週の 記録」 とい うこ とで別綴 こ独立 させ 、 次週に回

覽ナるこ とに した。

環鏡図は 1枚の 週目案に再度組み込まれたが 、 書き方そ

の もの の 質が 上が っ た ことと、園内研修におい て は 1枚
に まとまるこ とで環境図か ら子どもの 動きをイメージ し

やすく、か つ保育者鬧士の 共通理解も深 ま る形となっ た。

また、 この時期子どもたちの 遊びが異年齢の 交わりを持

ち始め た結果 それぞれの 保育者が連携しなくては 日々

の 保育にあ たれない こ とが共通理解．となっ 起 その ため
「他の 保育者との 連携」欄を週 日案の中心の 位置に移動

し、 か っ 量的に増やす こ ととなっ 彪 この欄に書か れる

内矧 ま保育者が協力 して 行なわなくてはならない 作業の

確認 や、子 どもた ち に関 して 確認 しておきたい こ と、ま

た共通に使う場所の 提案や確認等が記され て い る。さら

に園内研修の 折に口頭で述べ られ るだけ では実現 しに く

か っ た各保育者か らの提案が文章化されるこ とで しっ か

りと共通のものとして認識されるようになっ た。 特に 9
月以降の 園内研修におい てはこの こ とをきっ か けに異年

齢で 混ざり合っ て い る保育の 内容につ い ての 話し合い が

進む こ とも多くみ られ るよ うになっ 彪 また園内研修で

は発言の少ない若手保育者の提案が、この 欄に記入され

る ことが多い の もその 特徴となっ てい る。

IV．まとめ と今後の課題

　図 4 は この 過程をまとめたもの で ある。
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　異年齢保育を実践してい くために は 「園全体で 子ども

の共通埋解をすること」、「保育者間 の連携を園内研修で

検討すること亅、またその ための指導計画作成 ヒの基礎的

な事項 として 「恵識的な保育者間の連携を指導論画に入

れ込む」 必要牲があげられるこ とがわかっ た。

　しかし詳細にその実践過程を検討すると現時点で は担

任 の 書い た環墳図の なhYこ他クラス の 子どもの 記述がな

い
。 異年齢保育を支えるためには担任もまた異年齢の 子

どもた ちを保育して い るとい う意識が必要であるが教材

の 準備も含めて担任保育者の意識はそ こまで達してい な

い の で、こ の 勲 吟 後の 課題 と して あげられ よ う。
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